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１．　は　じ　め　に
　マスメディア史において２０１０年はおそらく，
放送メディアがネット・メディアに敗れた年と
して記憶されるに違いない。それはウィキリ－
クスが，イラクでの米軍ヘリコプターによる民
間人殺害映像を公開した事実においてであり，
また尖閣諸島での中国漁船による海上保安庁巡
視船への衝突映像が，ユーチューブにアップさ
れた事件が象徴する。疑問は，権力側の手に
あった秘密映像の暴露が，なぜ放送メディアで
行われなかったのかという点である。放送メ
ディアのレゾンデートルは，「知る権利」に答え
ることである。しかしながら前述の二例は，放
送メディアへの市民の信頼が失われたことを意
味するのではないか。
　放送各社においては，近年の景気後退による
広告収入の減少が大幅な制作費削減の圧力とな
り，同時に視聴率競争に拍車をかけてきた。こ
の結果，あらゆる分野の番組制作において対症
療法的反応しか行われなくなってきた。報道番
組においても例外ではない。事件・事故などわ
かりやすいニュースが優先され，それも事実経
過をなぞるだけの表面的な報道にとどまるもの
が目立つ。他方，イベント情報や旅情報，グル
メ情報の比重が高まっている。過剰なニュース
の演出も当たり前になってきた。これはニュー
スのソフト化であり，ニュース番組のショー化
である。その結果，国民の「知る権利」はなお
ざりにされているのではあるまいか。
　ニュースのソフト化傾向は，本来，地域に密
着して「権力の監視」の役割を担い，議論への
市民参加を促して「公共圏の醸成」を最も行い
やすいはずの地方局において顕著である。地方
局におけるジャーナリズムの劣化である。巨額
なデジタル投資と広告収入の減少によって，脆
弱な地方局の経営は余裕を失った。こうした地
方局にあって報道は不採算部門と見られがちで
あるが，じつは数少ない優良資産なのではない
のか。すなわち，報道番組が優れたジャーナリ
ズム性を発揮することが，地方局の経営に大い
に貢献する可能性が高いと筆者は考える。地方
局がビジネスの生き残りを模索することと，
ジャーナリズムの再生に取り組むことは，じつ
はコインの表と裏ということではないのか。ソ
フト化傾向を強める地方テレビ局の報道の在り
方について，地域ジャーナリズム再生の視点か
ら論じたい。
　本稿においては民間の地上波地方テレビ局を
対象に，まずそのジャーナリズム的特性と現況
について考察を行う。つぎに地方局ニュースの
ソフト化傾向の分類を試み，広島県の地方局を
対象にした報道職場の意識調査から，ソフト化
傾向について分析を行う。さらに，ローカルワ
イド番組として全国の役割モデルになった番組
の分析を経て，地方局のジャーナリズム再生の
方向を探る。
　なお，本稿において地方局とは，民間の地上
波地方テレビ局をさすものとする。
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２．　地方局とジャーナリズム
２．１　ジャーナリズム
　地方局のジャーナリズム性について論じるに
あたって，まずジャーナリズムの役割について
筆者の考え方を明らかにする必要があろう。清
水英夫らはジャーナリズムについてつぎのよう
に述べる。「ジャーナリズムも大量にコピーし
たものを不特定多数の人々に伝える点では，た
しかにマス・コミュニケーションの行為ではあ
るが，その伝える内容は今日的なもの，時事的，
時局的なものである」１）。この一文はシステムと
してのジャーナリズムの機能を，的確に表現し
ていると言える。しかしながら筆者は，ジャー
ナリズムには機能に加えてさらに積極的な意志
を求めるものである。その意味において原　寿
雄が言う，「ジャーナリズムとは時事的な事実の
報道や論評を伝達する社会的な活動」２）は，簡潔
ながらもジャーナリズムの積極的意志を包含し
ていると評価する。つまり原が言う社会的活動
とは，「公共性」の観点を必要な条件とするもの
である。ジャーナリズムは理念のない情報流通
産業とは異なるのである。よりよい社会を実現
するという意志のないものを，ジャーナリズム
とは呼ばない。
　自由で民主的な社会において，ジャーナリズ
ムは不可欠な存在である。権力はどんなに民主
的に選ばれたとしても，監視の目がなければ必
ず腐敗し市民を欺く存在となる。自由な社会に
おいては内包する課題を市民とメディアが切り
結ぶ公共圏がなければ，利己主義が横行し課題
は適切に解決されない。やがては市民社会の崩
壊を招くことにもなりかねないのである。
ジャーナリズムは権力を監視し，多くの市民が
参加する公共圏を醸成することで，自由と民主
主義が成熟することを可能にするのである。
２．２　地域社会と地方局
　例外はあるが地方局は県域メディアである。
対象とする地域社会は，一つの県全域というこ
とになる。もともと地域社会ということば自体
は，多様な種類の社会的単位を意味する。小範
囲であれば隣近所，あるいは町内会であり，一
つの町村や市であることもある。県の単位はそ
の中において，通常最も広いエリアを指す。し
たがって地方局は地方紙（県紙）と並んで，最
大規模の地域メディアであると言える３）。
　県という単位で地域社会を見る時，その抱え
る課題は多様である。中心都市とその他の市町
村，あるいは周縁の村落では産業構造，労働形
態，インフラ整備，住民の年齢構成などあらゆ
る社会的構成要素が異なるからである。たとえ
るなら都市部では，保育所の待機児童の問題や
交通混雑解消が優先課題であるところが，周縁
の村落では孤老への福祉や働き手不足による田
畑荒廃への手当てが急がれたりする。くわえて
“三割自治”と揶揄される県行政そのものが，国
政と市町村行政の中間にあって中二階的存在で
あり，個別の行政課題解決のための実効性を持
ちにくい性格を持つ。つまり県という地域社会
においては，その構成員である県民が等しく関
心を抱く課題を共有することは稀である。言葉
をかえれば県という単位の地域社会は，もとも
と構成員が繋がりにくい特性を持っている。こ
うした地域社会において公共圏を作りだし，多
くの県民参加を促して議論を興すのが地方局の
本来の役割である。そのためにはさまざまな地
域に重層的に散在する，多様な文化，価値観，
利害関係を持つ小規模な集団に対して，その集
団同士が持つ共通の課題をていねいに拾い上げ
ていくことが重要である。それによって個別の
集団の意識を高め，公共圏への参加を促すので
ある。この意味において地方局は，地域社会の
崩壊を防ぐ防波堤と言える。しかしながら今日，
市場原理主義が都市と周縁の格差を広げ，様々
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な社会的グループを分断してコミュニティーの
崩壊を招く様相を見せる。これは地域メディア
である地方局が，十分に役割を果たさなかった
ことにも一因があると考える。
　中国放送の前社長金井宏一郎は，かつて「情
報の地方分権」を社の方針に掲げた。その主張
は地方の放送局として「市民の知る権利」に十
分に答えること。さらに地域社会の文化を育み
つつ，多様な価値観を尊重する風土を作ってい
くことであった。現実の目標として，ローカル
制作の番組が放送全体に占める割合を２０％に設
定した。通常，１０％程度の自社制作番組しかな
い地方局にとって，この数値目標はかなり高い
ハードルである。公共性を持つ有効な地域メ
ディアの在り方に着目し，地域社会に必須な地
方局たろうとする戦略であった。金井は地方局
の方向性を示したといえる。
　本稿の冒頭，「放送メディアがネット・メ
ディアに敗れた」と記したが，一方で「報道で
いちばんに役立つメディアは何か」といった設
問において，日本人のテレビ報道への評価は依
然高い。２０００年に行われた NHK調査では，新
聞（２４％），ラジオ（７％），インターネット
（１％）に対して，テレビは６５％と突出してい
る。１０年後の２０１０年３月の同様の調査では，新
聞が１８％と大幅に後退し，ラジオ（６％）が微
減，インターネットが躍進して８％であった。
これに対してテレビは６３％であり，この十年間
でテレビ報道というくくりにおいて，日本人の
評価は変わっていない４）。地域メディアとして
の地方局への期待は依然高いのである。
２．３　地方局的報道
　地域社会がどれだけ「自身のメディア」を必
要としているかが，地域メディアの存立条件で
ある。地方局が帰属する地域社会に向けて自ら
の手でアピールできるのは，主に放送枠の１０％
前後を占める自社制作枠においてである。そこ
でいかに魅力的で，地域に役立つ番組を編成す
るかが問われるのである。地方局の残り９０％前
後の放送番組は，東京キー局から送られるネッ
ト番組や購入番組である。それらはおうおうに
して高額な制作費をかけた娯楽番組であること
が多い。多額の制作費をかけられない地方局が，
自社制作枠において同様なジャンルの番組を制
作することは困難であり，たとえ制作したとし
ても品質の面から視聴者の要求は満たされ難い。
地方局には地方局独自のトライアルが必要であ
る。東京キー局などの番組にはない，地域なら
ではの魅力を備えた地域に役立つ番組である。
それはおのずと「報道番組」，あるいは「情報番
組」に限定される。
　本来「報道」は「地域」を見つめることから
始まる。つまり「報道」には「地域性」が欠か
せないのである。「中央」からは人の暮らしや社
会の実態は見えにくい。東京キー局から伝えら
れるニュースは，永田町の政局や大災害，大事
故といった視聴者の興味が集まるものに流れて
いく傾向がある。目まぐるしい情報の断片の洪
水である。そこからは，東京という地方で暮ら
す人々の悩みや営みは伝わってこない。対照的
に地方局の報道の取材対象は，地域であり地域
に暮らす人々，そして地域社会が抱える多様な
問題である。「地域性」にジャーナリズムの芽が
潜んでいる。
　優れた報道のもう一つの必要条件は「継続性」
である。同じ地域の同じ対象物を定点観測する。
じっくり時間をかけて，細かな変化を読み取っ
ていく。やがてその変化が地域社会全体，ある
いは国全体の普遍的な問題であることが明らか
になる。過疎，孤老，少子化，貧困，農業，環
境，公権力の腐敗など，こうした「継続性」に
よって掘り起こされた課題は多い。地域を見つ
める「虫の目」が，いつの日か高みから俯瞰す
る「鳥の目」へと転じるのである。こうした帰
納法とも言える地方局的報道の手法によってこ
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そ，説得力のあるジャーナリズムが実現する。
その意味において，「地域性」と「継続性」を備
えた地方局的報道とは，まさに報道の王道であ
る。
　一方，地方局の報道が，地域という限定され
た対象を持つことによる負の影響も見逃せない。
大石裕はこう述べる。大多数の地域ジャーナリ
ストは，「運命共同体」としての地域社会の一員
という自覚を持っており，それが特性となって
いる。そして，その特性が「地方権力に弱い」
という傾向を生みだす。それは地域ジャーナリ
ズムの典型的な弱みにもなる５）。地方局もこの傾
向から逃れることは難しい。
　信濃毎日新聞主筆の中馬清福は，こうした地
域ジャーナリズムの弱点を克服する方法として，
「農耕型」取材，すなわち「調査報道」の重要さ
をあげる６）。地域社会を舞台とする地域ジャー
ナリズムは，地域から逃れられない。いわば地
域と運命共同体であり，地域に責任を持つ。中
央を拠点にするジャーナリズムが地域を取材す
る場合は，中央からの視点を基に，さっと来て，
さっと取材して，さっと帰る。いわゆる「狩猟
型」である。これに対して地域ジャーナリズム
は常に地域の視線にさらされながら，時間をか
けて耕し育てていく。中馬は具体的な「農耕型」
の例として，自紙の「市町村合併による地域の
衰退問題」，北海道新聞や高知新聞の「警察本部
の裏金事件」，南日本新聞の「錦江湾埋め立て事
業の疑問」などを挙げる。これらの事例は，地
域ジャーナリズムが「地方権力に弱い」という
弱点を乗り越えるためには，地域に根を張った
「農耕型」取材，すなわち「調査報道」の手法が
有効であることを証明する。綿密に調べ上げた
ハードプルーフを基に問題提起を行い，地域に
議論の輪を広げていくのである。
２．４　地域メディアが育むジャーナリスト
　報道には常にニュース感覚という曖昧な概念
がつきまとう。個々人のニュース感覚で選びと
り，取材し，分析し，表現する。記者，カメラ
マン，映像編集，デスク。ニュースが製品とし
て送り出されるまでには，多くのニュース感覚
の洗礼を受ける。ニュース感覚は千差万別，す
べてのジャーナリストが異なるものを持ってい
る。全人格の表象がニュース感覚であるからだ。
　一方，優れたジャーナリズムには，例外なく
優れたジャーナリストがいる。優れたジャーナ
リストとは優れたニュース感覚を持つ者である。
よって優れたジャーナリストの定義は難しい。
ただ共通項がある。地域に根差した「農耕型」
調査報道によって埋もれたテーマを掘り起こし，
社会にアジェンダ・セッティング（問題提起）
していく。「好奇心と正義感が強く，真実追究の
意欲旺盛な問題提起家」である。筆者はかつて
地方局である広島テレビ放送に在籍していた。
在籍中は長く報道の仕事に関わった。そのキャ
リアを通して知己を得た地方局出身のジャーナ
リスト３人をここにあげる。前述した「優れた
ジャーナリスト」の適格性を持つ者たちである。
地域メディアたる地方局が育んだロール・モデ
ルと言える。
　フリーのドキュメンタリスト堀川恵子は，
ETV特集『死刑囚　永山則夫～獄中２８年間の対
話』（２００９年，NHK）でギャラクシー大賞を受
賞，２０１０年の放送人グランプリに選ばれた。著
書『死刑の基準「永山裁判」が遺したもの』（日
本評論社刊）は，第３２回講談社ノンフィクショ
ン賞を受賞した。このほかにも，『チンチン電車
と女学生』（２００３年，日本テレビ系）は，民間放
送連盟賞最優秀賞と放送文化基金金賞を受賞。
『ヒロシマ・戦禍の恋文～女優森下彰子の被曝』
（２００５年，NHK）で，ATPテレビグランプリ優
秀賞を受けている。堀川は１１年間在籍した広島
テレビで，ジャーナリストとしてのキャリアを
スタートさせた。筆者のかつての同僚である。
これというテーマには徹底した取材でハードプ
30 広島経済大学研究論集　第３４巻第１号
ルーフを積み重ねていく，いわゆる調査報道が
堀川の得意とするところであった。「特別養護老
人ホームの乱脈経営」，「官官接待」，「代用監獄
問題」，「骨関節結核訴訟敗訴後の住民の生活問
題」など数多くのテーマを追った。生来の素質
に恵まれていたが，地域社会を見つめる地域メ
ディアがジャーナリスト堀川を育てたと言え
る７）。
　日本テレビ放送網・「NNNドキュメント」
チーフディレクター兼解説委員の水島宏明は，
以前は札幌テレビ放送に所属していた。筆者と
は所属局は違っていたが，同時期に東京報道，
海外特派員を経験した同僚である。水島の
『ネットカフェ難民』（２００７年，日本テレビ系）
は，ネットカフェに滞留する日雇い派遣などの
若者を描いた作品である。若者の貧困や格差社
会といった現代社会の断面を描き，その年の新
語・流行語大賞にもなるほどの反響を呼んだ。
これをきっかけに国や自治体が事態改善に動き
出すケースも少なくなかった。この作品は２００８
年芸術選奨と文部科学大臣賞を受賞した。その
後も『日雇い派遣』（２００８年），『派遣切り』，
『生活保護ビジネス』（２００９年）と，生活保護や
労働問題など貧困報道を続けている。水島の取
材手法は明らかに地方局的報道である。たんね
んに定点観測を行って問題をえぐり出し，その
普遍性を世に問う。地方から始めて社会制度や
日本という国を撃つのである。水島の札幌テレ
ビ時代の作品，『母さんが死んだ～生活保護の周
辺』（１９８７年，日本テレビ系列）は，貧困報道専
門家の水島の原点である。母子家庭の３９歳の母
親が，子供３人を遺して餓死した事件を追った。
体調を壊して働けなくなった母親が福祉事務所
に生活保護の申請をしたが，申請書も書かせて
もらえず帰らされた。取材によって浮かび上
がったのは可能な限り生活保護申請をさせない
で，窓口で追い返すという当時の厚生行政の方
針であった。生活保護行政の問題点を受給する
側の視点で捉えた稀有な作品であり，その後の
福祉行政改善へ一石を投じた。水島は地方局出
身という出自を大切にしている８）。
　阪南大学の曽根英二は山陽放送のドキュメン
タリストであった。２０１０年毎日新聞文化賞を，
著書「限界集落　吾の村なれば」（２０１０年，日本
経済新聞社）で受賞。岡山・鳥取県境の限界集
落を密着取材し，地方行政の問題点や自立のた
めの心の在り方などをあぶり出した。曽根は
１９８０年代にカイロの特派員を務め，中東問題に
も造詣が深いが，根っからの地方局記者である。
筆者とは放送文化基金の「中四国制作者フォー
ラム」立ち上げの際に，共に汗を流した間柄で
ある。曽根の代表的な仕事は産業廃棄物投棄の
スクープを皮切りに，長期間，“ゴミの島”香川
県豊島に焦点を当て続けたことである。TBS系
の「ニュース２３」「報道特集」などでたびたび全
国放送され，中坊公平氏の弁護活動とともに菊
池寛賞を受賞した。一連のドキュメンタリー作
品は，民放連盟優秀賞や地方の時代賞大賞など
を受賞した。また早稲田ジャーナリズム大賞に
も輝いている。曽根の手法は，日々のニュース
を追うなかでこれと思うテーマを見つけ出し，
ドキュメンタリーに仕上げて世に問うのである。
ローカルに密着することでローカル性を脱却す
る。豊島の取材日数は約２０年間で６００日。地方
局的報道の極致である９）。
　３人の優れた歩みに共通するキーワードは，
「地域性」，「継続性」と「調査報道」１０）である。
３．  地方局を取り巻く状況
　アナログ波完全停止，デジタル放送への完全
移行を目前にしたテレビ放送業界にあって，と
りわけ地方局の立ち位置が定まらない。「市場原
理」と「公共性」という相反するものの間で隘
路に立っている。悲観論が渦巻き，叱咤と激励
はあっても楽観論はない。悲観論の背景を整理
する。
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３．１　視聴率に支配される地方局
　放送局を訪問すると，キー，ローカルを問わ
ず「月間視聴率三冠王達成！」とか，「二年連続
ゴールデン年間一位！」といった派手な立て看
板やポスターが人目をひく。一方，ドキュメン
タリーなど放送局のジャーナリズム性が評価さ
れて，様々な賞を受賞した場合においてはどう
だろう。意外にも視聴率ほど放送局自身のア
ピールは大きくない。視聴率とは本来，民放業
界にとっては広告取引の「通貨」の役割を果た
すものである。視聴率の高低にリンクして営業
収入は変動する。よって，直接・間接に収入サ
イドの論理から，視聴率が放送局のメディア価
値を決めてしまう。そのため，民間放送局同士
の視聴率競争が起きる。結果，「良質な番組を
作って視聴者の知る権利に答えよう」というこ
とより，おうおうにして「視聴率さえとれれば」
というモーメントが制作サイドにも働いてしま
う可能性がある。広告収入が減少し，放送局の
経営者が危機感を抱いている今日においてはな
おさらである。当然のことながら視聴率という
基準には，視聴者を消費者として見る特性が含
まれる。ジャーナリズムの評価が，健全な批判
精神を持つ成熟した市民の育成を目安とするの
とは，根本的に異なるのである。視聴率は本来
「収益性」にその基礎を置き，ジャーナリズムの
評価は「公益性」ないしは「公共性」を基にす
るのである。しかしながら昨今の地方局報道番
組にあっては，プロデューサー・記者・ディレ
クターたちが毎日の視聴率結果に一喜一憂し，
毎分ごとの視聴率推移の分析を行って，ニュー
ス項目の選択や演出まで検討するのが常である。
これが視聴率の持つ危険性だ。なぜ放送局は報
道部門に至っても視聴率獲得に狂奔するのか。
最大の理由は視聴の質を客観的に表示する有効
な基準が他にないためである。長く過酷な民放
局間競争のなかで，本来，収入サイドの目安と
なる視聴率が報道番組にも使用されてきたこと
から，視聴率による評価を当然のものとして受
容する文化が放送界全体に存在するためである。
　視聴率獲得に向けた激しい競争が行われるの
は，キー・ローカルを問わず一様に見られる現
象であるが，とりわけ地方局にはより切迫した
事情がある。全国の地方局はデジタル投資によ
る支出増と不況を主因とする広告収入減によっ
て，その収益基盤がぜい弱になってきたのであ
る。広島県内の事情を見よう。まず，デジタル
化総投資額は一社あたりおよそ１００億円である。
一方，２００９年度の営業収入は，ラジオ兼営の中
国放送（RCC）がトップで１０１億円。続くテレ
ビ新広島（TSS）が９０億円。広島テレビ（HTV）
と広島ホームテレビ（HOME）がそれぞれ８４億
円と８３億円であるから，デジタル投資がいかに
地方局の負担であるかがわかる。営業収入の推
移を見る。免許事業という恵まれた条件のもと
で，これまで在広民放業界は長い間右肩上がり
の成長を遂げてきた。しかしながら２０００年度前
後を境に成長は止まり，徐徐に後退局面に入っ
た。リーマン・ショック後の２００８年，２００９年の
営業収入は大幅に落ち込んでいる。在広テレビ
事業単体でこれまで最も営業収入をあげたのは
広島テレビ放送で，２０００年度の約１２０億円であ
る。それが２００９年度には，３０％マイナスの８４億
円と激減したのである１１）（図１）。収支も悪化し
て２００６年度はわずかではあるが，放送開始以来，
初めての経常赤字となり，２００８年度は再び２億
５，０００万円のマイナスを計上した。赤字ではない
にしろ他社の収支悪化も同様で，あらゆる合理
化策が講じられた。新規採用を手控え，派遣社
員との再契約を見送り，デジタル化以外の投資
を抑制し，経営者報酬・社員給与の削減を行っ
た。同時に各局は収益構造の多角化を図り，コ
ンテンツ販売などに力を入れているが，未だ有
力な収入源にはなりえていない。報道部門に対
しては営業部門からの圧力に加えて，経営サイ
ドからも視聴率の要求が高まった。「このままで
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は潰れる」という社内商業主義圧力に，ジャー
ナリズムの役割を果たすべき報道部門は，反論
する基準も言葉も持ちにくい。
　視聴率至上主義とも言えるこうした風潮につ
いて，放送業界内部からの懸念の声がなくもな
い。ある民間放送の幹部はこう指摘している１２）。
「視聴率は制作者の独善を抑える役目を果たして
きた。とはいうものの，いたずらに率取りに走
るというマイナスを深く放送界に植え付けてし
まった。良質の番組を作るという良い面ばかり
ならいいのだが，率に追いまくられて，ついつ
い面白く，どぎつく，センセーショナルに作ろ
うとして，間違いを犯す現実を否定できない。
そんな中でのプロデューサーやディレクター
は，『率のためには仕方がない』と，ついつい目
をつぶってしまうことがありはしなかった
か？」。しかしながら現在の放送界にあって，こ
うした危惧を抱く者は少数派である。悪貨は良
貨を駆逐する喩えどおり，報道も大衆の好む番
組への傾斜，画一化を進めてしまう。ジャーナ
リズムは大衆の支持なしには存在しえないが，
視聴率至上主義は一種のポピュリズム（大衆迎
合主義）であり，多様な発想や新しい価値観を
生みだす妨げになりかねない。放送は視聴率至
上主義を強め，視聴者のなかに成熟した市民を
育てることをやめた。もっぱら政治・社会に無
関心な消費者ばかりを生みだしてきた。地方局
報道にあって視聴率至上主義は，ニュースのソ
フト化，地域ジャーナリズムの劣化となって表
出する。
　かつて大宅壮一は，「ラジオ・テレビという最
も進歩したマスコミ機関によって“一億総白痴
化”運動が展開されている」と指摘した１３）。し
かし半世紀を経た現在，大宅予言はおおきくは
ずれ，テレビは身近なメディアとして市民意識
を変革した。広範な情報の共有を実現し，高み
に立つ権威を平場へと導き，市民自らが独自の
考えを育み表現するようになった。“一億総評論
家化”である。ただ大家の指摘には前段があり，
「大衆の喜びそうなものには何でも食いついてゆ
く。そこに価値判断というものがない。量が
あって質がない」と論じている。視聴率至上主
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注）日本民間放送連盟年鑑のデータから集計
※中国放送はラジオ収入を含む
図１　在広４局営業収入推移
義が跋扈する今，ニュースのソフト化において
大宅の指摘は再び意味を持つ。
３．２ 　地方局不要論
　今でこそ聞かなくなったが，かつて放送業界
では「炭焼き小屋」論が喧伝されていた。東京
キー局から送出される番組が衛星によって全国
一律に受信されれば，地方局は「炭焼き小屋」
のような無用の存在になってしまうというもの
である。しかしながら現実には，既存の放送
ネットワークを温存した形でデジタル化が進め
られ，地方局のポジション，ひいては地方局報
道の位置づけにはなんら変化がないように見え
る。ただそれは表向きであって，実際には地殻
変動がすでに始まっており，やがて地方局報道
の存在そのものを危うくさせかねないところま
で来ているのである。その地殻変動は「地方局
報道の縮小」と，「地方局報道の迂回」の二つの
形となって出現する。
　「地方局報道の縮小」について，放送の先進地
アメリカの現状をみる。アメリカの地方局報道
の縮小は通常，ニュース・シェアという形態を
とる。地域のライバル局同士がスタッフと機材
を共同運用してコスト削減を図るのである。結
果，映像も原稿も同じものが違うチャンネルで
放送されることになる。全米第三の都市シカゴ
では，４大ネットワークの系列局と地元ローカ
ル局あわせて５局がしのぎを削る。このうち
NBC，CBS，FOXと WGNの４社がニュー
ス・シェアを行っている１４）。毎日それぞれの社
が２クルーの提供を行って，有名なレポーター
がカバーするほどではないセカンド・ストー
リーと呼ばれるものを取材する。週に７０本から
９０本のニュースがこのシステムで運用されてい
る。テレビニュースのメッカ，ニューヨークに
おいてもローカルニュース取材のニュース・
シェア導入が決まった。地方都市から始まった
ニュース・シェアが大都市へと波及したのだ。
さらにニュース・シェアの末に，報道部門を閉
鎖した地方局が現れた。ペンシルベニア州のス
クラントンに本拠を置いていた，CBS系の
WYOUである。かつては報道に力を入れる局と
して全米に知られる存在であったが，１９９８年，
新興企業に買収されると極端な合理化が進めら
れた。最初は隣町にあったライバル局 NBC系
WBREの建物に局ごと移され，スタッフ・機材
の共用が図られた。キャスター以外， ２社全く
同じ内容のニュースが放送されるのである。あ
げくの２００９年４月，WYOUは報道部門の閉鎖を
行い，キャスター，記者を全員解雇した。
　こうしたアメリカにおける「地方局報道の縮
小」には二つの原因があげられる。一つは，あ
いつぐ規制緩和で他産業による事業買収が進み，
「公益性」より「収益性」が優先されるように
なったことである。二つ目はネットの躍進など
により地上波の視聴率が減少し，広告収入が激
減したことである。ひるがえって日本の地方局
の現状を見よう。キー局による地方局株式５０％
保有の合法化や，マスメディア集中排除原則緩
和の流れは，放送事業の帰趨を市場原理に任せ
るという方向性において，アメリカの放送界と
軌を一にする。一方，ネット利用の伸長による
視聴率の減少については，現在までのところ日
本では大きな影響は見られない。しかしながら
やがて日本でも，米欧のようにテレビのネット
視聴が一般化すると見るのが妥当であり，影響
は避けられないであろう。さらに日本の地方局
の足元では，急速な過疎化と高齢化が進展し，
地域経済の規模も収縮に向かわざるを得ないと
いう特殊な事情がある。こうしてみると日本の
「地方局報道の縮小」も身近な現実なのである。
　つぎに「地方局報道の迂回」について見る。
「地方局報道の迂回」とは，地域に伝えるべき情
報が地方局にインプットされることなく，地方
局を迂回する形で受け手に伝えられることであ
る。この場合，情報の発信源のポジションから，
34 広島経済大学研究論集　第３４巻第１号
「権力者」と「非権力者」に分けて考えてみる。
まず「権力者」との関係であるが，本稿の「地
方局的報道」で述べたとおり，一般的に地方局
は地方権力に弱いという傾向を持つ。しかし同
時に，そうしたステレオタイプでは捉えきれな
い側面がある。事実，広島県内においても各地
方局は，県警の裏金疑惑報道，県知事の政治資
金流用問題の追及，そして様々な公共事業の無
駄の指摘など，数多く権力監視の実をあげてき
た。「権力者」にとって地方局は，なにかとけむ
たい存在なのである。「権力者」は自分の言い分
をオウム返しに伝えるメディアを好む傾向が強
い。民主党前代表の小沢一郎が，マスコミへの
露出を嫌い「ニコニコ動画」を選ぶのはこのた
めである。２０１１年１月４日，広島市の秋葉忠利
市長が退任を表明した際，動画投稿サイト
「ユーチューブ」に「不出馬会見」と称する動
画を載せたのも同じ文脈である。秋葉は報道各
社からの記者会見の開催要求を拒み，同時に，
複数の新聞社からの単独インタビュー申し入れ
も断った。ところが，その日夕方の地元民放テ
レビ１社のローカルワイド番組に出演したので
ある。「生出演なら」という条件だった。およそ
１５分間の出演は，退任決意に至った心情や３期
１２年間の自らの功績について，ほぼユーチュー
ブでの発言をなぞった内容となった。退任発表
に関する一連の秋葉のメディア対応は，まさに
「編集されたり批判的なコメントを加えられたり
することを嫌がる，権力者に都合のよい手法」
と言える。地元民放への出演もこの手法の延長
線上にあり，「自分には批判的ではない局」を選
択した可能性が高い。筆者が当該地元局の報道
責任者に聞いたところ，「日頃の取材姿勢を見て
市長は，他社ではなくわが社を選択したと思う」
と話している。こうした秋葉市長の選択は，「マ
スコミの迂回」，ひいては「地方局報道の迂回」
にほかならない。
　秋葉市長の「ユーチューブ会見」には，テレ
ビ報道の原則を打ち破った側面がある。これま
でならば「秋葉市長退任表明」のニュースは通
常，地方局が取材編集して広島県域のニュース
として放送する。同時に全国に向けて放送する
価値があると判断した場合，東京キー局と合意
のうえで全国に送出するのである。すなわち
「秋葉市長退任表明」が全国ニュースになる過程
において，地方と東京キーの２つの局による
ニュース価値選択がなされる。秋葉市長の
「ユーチューブ会見」は，そうした選択を拒ん
だのである。これはニュースの編集権そのもの
を，放送局から引き剥がし，発信者の手に取り
戻す動きでもある。ローカルから選択を経て全
国ネットへという回路が飛ばされて，いきなり
インターネットから全国へ，世界へと繋がる。
こうした流れは今や止めようもない大きな奔流
となっている。そしてその流れの中心には，「権
力者」からのものではなく「非権力者」からの
情報発信が位置する。チュニジアに端を発した
中東の民衆革命はその典型である。「フェイス
ブック」や「ツイッター」などのソーシャル・
ネットワーク・サービスが発信する無数の情報
が繋がって，「独裁政権打倒」のうねりになっ
たのは周知の事実だ。インターネットを通じて
形成される「市民社会」は，今や国家に対抗し
うる力を持つ。こうした「市民社会」の特徴は，
「脱イデオロギー」，「反権力」，「反権威」であ
る。ネットで繋がった「市民社会」が命がけで
「権力」を倒そうとする時，「権威」の一つでも
ある既存マスメディアを忌避するのは自然であ
ろう。これはまた「戦時」だけでなく，「平時」
のネット市民による「地方局報道の迂回」にも
つながるのである。
　ここでは，「地方局報道」の危機に絞って述べ
てきたが，最後に，地方局の存在そのものへの
悲観論を二つ紹介する。辛坊治郎は，放送業界
を「日本に最後に残った護送船団」と形容し，
広告費の拡散によりローカル局の経営状況とい
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う地方の側からの要求によって，放送メディア
の再編，統合は不可避となると論じる１５）。また
池田信夫は，コスト１兆円以上の投資を行いな
がら収入増ゼロの地上波デジタル化は，壮大な
無駄であると主張する。衛星放送なら費用１００億
円でおさまるうえ，放送に割り当てる大きな周
波数は本来，無線通信に向けるべきだと断じる。
現在の地上波放送は，衛星かネットで視聴すべ
しという池田の主張はすなわち，地方局なかん
ずく地方局報道の不要論である１６）。以上見てき
た地方局不要論は，いまのところ地方局ニュー
スの深化を促すベクトル足り得ず，反対にソフ
ト化傾向を加速させる間接要因となっている。
４．　地方局ニュースのソフト化傾向とは
　前述した池田信夫の地方局不要論には，地域
ジャーナリズムの視点はない。こうした場合，
「地域メディアの多様性の意義」について論述を
行うものだが，池田は「日本のマスメディアに
は，すでに守るべき多様性などない」との一言
で切って捨てる。筆者はこうした立場をとるも
のではない。日本の地域マスメディアの多様性
は十分とは言えないが，それは捨て去るべきも
のではなく，育んでいく価値があると考えるか
らである。ここではまず，本稿の主題である
「地方テレビ局におけるニュースのソフト化傾
向」について，その歴史的背景を俯瞰したのち
分類を試みる。
４．１　ソフト化の歴史的背景
　１９５３年，最初の民放テレビ局として，讀賣新
聞が支援する日本テレビ放送網（NTV）が開局
する。NTVは当初，NHKと同様に１社で全国
をカバーすることを目指した。しかし，地方で
は全国紙の進出を危惧する地方新聞社が中心に
なって，地方テレビ局設立を目指したことから，
政府は県域単位を基本として放送免許を交付す
ることを決めた。その後，田中角栄郵政大臣の
もとで大量に予備免許が交付され，地方でも多
くの民間テレビ局が開局した１７）。地方局の設立
に新聞社が深く関与したことから，当初は地方
局ニュースの制作は新聞社の指導によって行わ
れることが多かった。ただ当時ニュースは，
キー局から送られる娯楽番組の隙間を埋めるマ
イナーな番組に過ぎず，枠も５分程度であっ
た。アナウンサーがカメラに正対して１０秒程度
のリードを伝え，続いて５０秒前後の映像が流れ
るのに合わせて原稿を読み上げる形式の項目が，
３～４本放送されるものである。こうした
ニュースは現在も昼や夜の定時前のニュース枠
で見ることができる。時間の制約もあり，いず
れも「お知らせ」的なストレートニュース，新
聞でいうベタ記事様式が中心であった。
　地方局において一斉にローカルワイド番組が
始まったのが，１９７０年代からである。『RAB
ニュースレーダー』（青森放送）や，『山陽 TV
イブニングニュース（現・『RSKイブニング
ニュース』）』（山陽放送）が誕生して草分け的存
在となり，ローカルワイドは日本全国の地方局
に波及した。地方局の報道様式はこの頃にはす
でに新聞の影響を脱し，東京キー局のニュー
ス・スタイルが基準となった。役割モデルと
なったのが，１９６２年に放送開始した TBS『JNN
ニュースコープ』であった。日本で初めての
キャスターニュースである。この『ニュース
コープ』自体は，アメリカの放送ジャーナリズ
ムの魁，CBSニュースのスタイルを目指したも
のである。この時代のローカルワイドはいずれ
も記者出身者をキャスターに据え，不器用なが
らも正面から報道課題と向き合おうとしていた。
弱点は定型的な表現方法であるストレート
ニュースの形式に囚われるあまり，個性を欠い
たことである。結果，番組の乱立によって投資
に見合うだけの視聴率が獲得できず，地域に重
要なジャーナリズムとして根付く前に消滅した
番組も多い。
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　１９９０年代に入ると多くの地方局が，報道と生
活情報の両方を扱う大枠のローカルワイド番組
をスタートさせた。第二次のローカルワイド・
ブームである。その典型的な編成は，夕方５時
から番組をスタートさせ，最初の１時間は様々
な『生活情報』をレポーターが伝える。さらに
東京からの全国ネットニュースをはさみ， ６時
台の後半４０分間程度でローカルニュースを伝え
るというものである。２時間の大枠はほとんど
の場合，アナウンサー出身の男女のキャスター
が進行役を務める。こうしたローカルワイド番
組の様式に大きな影響を及ぼしたのが，テレビ
朝日が１９８５年に始めた「ニュース・ステーショ
ン」と，キー各局のワイドショーや情報番組で
ある。まず，「中学生でもわかるニュース」をコ
ンセプトに掲げた「ニュース・ステーション」
であるが，番組が成功し「花形番組」としての
イメージを持つようになると，地方局もその特
徴や演出をまねるようになった。その一例が，
フィリップ・ボードや模型，地図などを使い，
ニュースをより視覚的に見せる工夫を行ったこ
とである。さらにキャスターの久米宏自身が，
それまでの定型的なスタイルを打ち破ったこと
が評価され，ローカルワイドのキャスターたち
の表現上の制約を解き放った。例えば，以前は
禁じ手であった「個人的な意見」を述べたり，
出演者に対してくだけた口調で質問を行って本
音を引き出すことである。また表情豊かに相槌
を打ったり，頬杖や腕組みをしたりして考え込
む仕草を見せて，出演者の意見やニュースに対
する自らの評価を表現した。つぎにキー局のワ
イドショーの影響も見逃せない。１９９９年の
「ミッチー・サッチー騒動」に代表されるよう
に，ワイドショーは人が興味を示すならどんな
事象でも執拗に取材を行った。その反省の上に
立って始まった現在の各情報番組においても，
「面白さ」を項目選択の優先基準に置くことには
違いがない。これらの番組が大きな反響を呼ぶ
と，ローカルワイド番組でも項目の選択基準と
して「面白さ」を優先し，「演出過剰」な表現を
取り入れるといった影響がみられるようになる。
　ワイドショーや情報番組では，ディレクター
が取材や放送素材の仕上げを行う。最近では
キー，ローカルを問わず，ニュース番組におい
てもディレクターの役割が増している。通常，
記者が「現象の背景や広がり」を追求するのに
対して，ディレクターの関心は「番組の仕上が
り」つまり「面白さ」であることが多い。これ
は，ニュースを「エンターテインメント」と捉
える風潮であり，ニュースのショー化とも言え
る。視聴率獲得の要請もあり「面白く見せる」
ことが先行して，「何を伝えるか」という大切な
目的を見失いがちである。アメリカの有名な
ジャーナリスト，ウォルター・クロンカイトは
かつてつぎのように述べている。「放送ニュース
が公共サービスから商業的なサービス，つまり
は視聴者を広告主へと運ぶ存在として変容する
につれ，ニュース価値も変容しつつあり，タブ
ロイド新聞に近づきつつある」１８）。時代，場所，
背景は異なっても，ポピュリズムに傾きがちな
テレビジャーナリズムという点において，今日
の日本の地方局報道の状況と１９９０年代アメリカ
のテレビニュースは通底する。ニュースのソフ
ト化である。
４．２　ソフト化の分類
　地方局ニュースのソフト化には主に二つのカ
テゴリーあることを論述してきた。一つ目は政
治・経済・社会といったいわゆるハード・
ニュースから，グルメ・旅・芸能・流行という
ソフト・ニュースへの流れ，つまり「ニュース
選択」の問題である。二つ目はキー局の各種番
組に影響を受けた「過剰演出」に象徴される問
題である。ただし本稿においては，地域ジャー
ナリズム再生の視点に立って地方局ニュースの
ソフト化を論じることから，ソフト化の概念を
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より広義に捉える必要があると考える。すなわ
ちジャーナリズムが目的とする「より成熟した
市民社会の育成」に資するものであるか，ある
いは妨げになるか，そうでなくとも役立たない
かという二元論の視点に立ち，後者にあたる地
方局ニュースの諸様相をソフト化として分類考
察する。
４．２．１　リアルタイム主義
　もともと新聞に原型があったテレビニュース
が，その特性を発揮して報道の主導権を握った
のが，リアルタイム主義１９）と言える。地方局に
おける「速報」，「即時性」の重視は，エリア内
のライバル局との熾烈な競争を反映し，その帰
趨は東京キー局からの評価に直結する。地方局
は瞬発的なニュースの「立ち上がり」に，膨大
なエネルギーをかける体制を作り上げた。それ
は「報道」というよりは「反応」に近く，しば
しば報じられる事象のニュース価値とは無関係
に優先される。さらにそれ自体が報道の目標と
なった。本来のジャーナリズムの目的の上位
に，リアルタイム主義が位置づけられることに
もなる。結果，過剰な報道，過熱した報道を引
き起こし，判断力を欠くものとして批判を招く。
オウム真理教の幹部が広島刑務所から移送され
る際，在広各局がヘリコプターを出動させて中
継合戦を行ったのも，この文脈に位置づけられ
る。
４．２．２　映像優先主義
　新聞にはないもう一つのテレビ報道の特性が
映像である。何といってもそのわかりやすさと，
言葉では伝えられない視覚情報によって，テレ
ビニュースは多くの視聴者を引き付ける。映像
表現は大衆社会の情報の共有化に大いに役立っ
たのである。そのテレビ報道現場ではよく，「絵
がある」とか「絵がない」といった表現が使わ
れる。映像重視のこの価値観によって，「映像が
なければニュースではない」，あるいはその
ニュース価値にかかわらず「映像さえあれば
ニュースにしてしまう」という傾向が生ずる。
ニュースの本質が映像の有無により，覆い隠さ
れてしまうのである。さらに，本来ならば論理
的に伝えるべき事象について，過度に装飾的な
映像表現を行うことにより，感情的に報じられ
る可能性がある。真実は映像では捉えられない
ことが多く，事象の本質的な意味は映像にはな
りにくい。真実の伝達において，時に映像は危
険ですらある。凶悪に見える犯罪容疑者がじつ
は，冤罪の被害者であるケースは少なくない。
映像がないために放送されなかった行政に関す
るニュースの裏側には，自治体住民の暮らしや
民主主義のあり様にかかわる重大情報が潜むこ
ともある。地方局報道の最も重要な務めは，地
方権力の監視と地域社会へのアジェンダ・セッ
ティングである。過度な映像重視で，その務め
がおろそかになってはいないだろうか。検証が
必要である。
４．２．３　面白主義
　「ソフト化の歴史的背景」において，地方局
ニュースの面白主義にはワイドショーなど東京
キー局の番組が及ぼした影響が大きいと述べた。
フジテレビのキャッチ，「面白くなければテレビ
じゃない」はテレビ文化，ひいてはテレビ
ニュースの価値観までも変容させた。珍しいも
の，異常なもの，非日常性，建設より破壊，秩
序より混乱，明より暗が選択されやすい。善悪
二元論が好まれ，断定的なワンフレーズが歓迎
される。面白主義は地方局においても，セン
セーショナリズムと報道番組の幼稚化をもたら
す。それは，事象の背景を掘り下げてその本質
を照射することを避け，「好きや嫌い」，「かっこ
いい，悪い」という現代の感性化を加速させる。
この面白主義は，ニュース技法の上で様々な
「劇画的手法」となって現れる２０）。
　事件や事故の報道では，視聴者に印象づける
ためにワイドショーと同じ技法がとられること
がある。犯罪行為を詳しく伝えるための再現映
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像は，映像の色抜き技術や CGを使って加工さ
れる。隠し撮りが多用され，ぼかしやモザイク
が画面を汚す。レポーターが犯罪現場で，甲高
い声を出して緊迫感を醸し出す。不安を煽るよ
うな BGM。これらはみなワイドショーの典型
的な表現技法である。このほか，インタビュー
は短く効果的なサウンド・バイトが好まれ，そ
の映像にはカラーの装飾文字で話の内容がスー
パーインポーズされる。少し長めのニュース項
目の場合，リードをキャスターがスタジオで読
み上げたあとの VTRの部分は，違うアナウン
サーか声優がナレーションを読む。これはふつ
うの話し言葉ではなく敢えて「である」調で，
抑揚を強調して視聴者へのインパクトを狙った
ものが多い。ニュースの内容によっては，出演
するコメンテーターとキャスターが共になっ
て，感情をあらわにすることがある。おうおう
にしてキャスターはアナウンサー出身者で，報
道課題への造詣が深くないケースや，コメン
テーターもニュースの内容とは専門性の点で
マッチしないことが多い。視聴者の立場から見
た場合，適切な判断を下すための情報が公正に
提供されているとは言えない。
　ニュース選択においても面白主義が見られる。
その一つが地方局ニュース番組に犯罪報道が多
すぎる点である。犯罪報道の目的が「犯罪の再
発防止」であるなら，報道内容が詳しすぎる点
も問題である。あたかも視聴者の関心に媚びる
かのように，容疑者に制裁的な報道になりやす
い。光市母子殺人事件の広島高裁判決や，広島
市で起きたペルー人容疑者による女児殺害事件
では，過熱報道の末にマスコミによる一方的な
リンチの様相を呈した。地方局報道がその主役
となったのである。こうした点において面白主
義は，ジャーナリズムのタブロイド化，大衆迎
合主義と共通する特性を持つ。
４．２．４　発表報道主義
　記者クラブを「ニュースのコンビニ」と捉え
るか，はたまた権力側に築いた「権力監視の橋
頭保」と考えるか，ジャーナリズムの資質が問
われるところである。その是非を問う議論が続
く中で，記者クラブを通じてもたらされる「発
表報道」の量は，一向に減少する気配はない。
現在，広島民放４局において夕方のニュース枠
で放送されるローカルニュース項目は，１日平
均１０から１５である。そのうち広島県，広島市，
広島県警察本部の三大ニュース・ソースの記者
クラブを通じてもたらされる情報が基になって
いるのは，少なくともおよそ半分の５から８項
目程度である。これ以外にも中央官庁の各種出
先機関や JA，JR，中国電力，マツダほか，数多
くの企業や団体などの広報が情報の提供を行う。
それらを含めると，ローカルワイド番組の
ニュース項目のおよそ３分の２が発表報道とみ
られる。こうした情報は事前あるいは事後に，
それぞれの担当者が記者クラブを訪れて公表す
るか，資料を配布するのである。それらは当局
側にとって「報道して欲しい情報」か，あるい
は「報道して欲しくないものを抜きだした情報」
である可能性が高い。こうした情報を鵜呑みに
して批判を行うことなく，官庁側に都合のよい
報道をするのが，発表報道主義，発表ジャーナ
リズムである。発表情報に対して，意識の高い
記者がとる対応は二つである。一つは情報を吟
味した上で，全くの PRであってニュース価値
が高くないと判断すれば，報道を行わないとい
うもの。二つ目は，その情報に隠された背景を
読み解き，発表されなかった部分を掘り当てて，
批判的な視点から報道することである。国家，
地方にかかわらず，公務員には守秘義務が課せ
られており，通常，役人は情報を隠すものであ
る。記者にはこれらの制約を乗り越えて，視聴
者に役立つ情報を探り当て，批判的視点からわ
かり易く伝えることが求められる。発表報道に
頼り切った報道はジャーナリズムではない。
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４．２．５　表層主義
　志のある世界のすべてのジャーナリズムが目
指すのが，ニューヨーク・タイムズ紙のような
深層を追求するニュースであろう。アメリカの
ジャーナリストたちが，質の低いニュースを
「シャロウ（浅い）」と言って侮蔑の眼差しを向
けるように，ニュースの深浅はジャーナリズム
の質を問う最も有効な基準である。しかしなが
ら昨今の地方局ニュース番組は，報道課題を深
く掘り下げて視聴者との知的議論を行うことを
避け，安易な面白主義に流れ浅く広く漂ってい
る感がある。まさに表層ジャーナリズムなので
ある。現代のテレビジャーナリズムは，言論で
はなく報道が前面に出る「客観報道」が中心で
ある。「客観報道」とは，起きた出来事や発表さ
れたことを受けて報道するという発想であり，
受け身の姿勢になりやすい。そこで必要なのは
「批判的視点」である。事実をそのまま伝えるの
ではなく，背景を深くえぐり出すと同時に社会
の文脈に正しく位置づけていくことだ。そして
アジェンダ・セッティングを行い，深く広い議
論を興して地域を繋いでいくのである。
　表層主義は浅さと広さを特徴とし，さまざま
な衣をまとって地方局ニュースに表れる。その
一つが項目選択である。イベント，グルメ，旅
など以前であればニュース項目に上らなかった
情報がとりあげられる。広島のある局では永年，
県内のお好み焼き店にキャスターやレポーター
を派遣して，味やたたずまいといった店の個性
をニュースとして報じてきた。報道と生活情報
の境目がなくなったためである。かつて筆者が
制作者に聞いたところでは，ローカルニュース
枠を埋めるため，時間かせぎに始めたという。
ローカルワイドと呼ばれる番組のうち専ら地域
ニュースを伝えるのは，ネットニュースが終
わった午後６時２０分頃から午後７時までのおよ
そ４０分間。ここから天気予報やお知らせ，CM
などを除くと実質は３０分程度である。そこで伝
えられる県域ニュースは，平均すると１０項目。
他のメディアと比較してみる。地域ジャーナリ
ズムのもう一つの柱，県紙にあたる中国新聞に
は， １日４０から５０の地域ニュースが掲載され
る。全国紙の地方版は，社によって地域ニュー
スへの力の入れ方が異なるものの，朝日，毎日，
讀賣の三紙を平均すると１日およそ１０項目と，
項目数において地方局と同じレベルである。テ
レビニュースは取材，撮影，編集，送出と，新
聞に比べて手間がかかることを差し引いたとし
ても，地方局が毎日送り出すニュースはそれほ
ど多くはないのである。社会が細分化されより
複雑になった今，以前にもまして社会的諸課題
を読み解く地域ニュースは，地域を繋ぐ意味に
おいて重要である。多くを伝えられないのが
ローカルワイド番組ならば，ソフト・ニュース
は極力抑制すべきであろう。
　最近のローカルニュースにおいて，「密着」
という言葉をよく耳にする。当初は消防の救急
活動や警察の緊急指令の動きなどの取材で使わ
れようたが，今ではさまざまなケースでそうし
た取材手法がとられ，「密着報道」がごく当たり
前になった感がする。「地方局的報道」で述べた
とおり，地域ジャーナリズムの特性である「地
域性」と「継続性」を重視する点で歓迎したい
ところだが，ここにも表層主義が内在する。一
つは取材するテーマの問題である。「カリスマ美
容師の一日に密着」とか，「北海道物産展オープ
ンまでを密着」というふうに，公共性があると
は思えないいわゆる「ヒマネタ」においてよく
使われている。結果，伝えるニュース価値を見
つけ出せないまま，キャスターがスタジオで
「カリスマ美容師の一日に密着しました」と紹介
してVTRが流れ出す。密着することが目的とな
り，内容にニュース価値がないのである。単な
る「のぞき趣味」と批判されてもいたしかたあ
るまい。報道とは「何を伝えるのか」という精
神作業のはずである。本来，スタジオに座る
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キャスターの役割は，「このニュースにはこん
な価値があります」と最初に伝えることである。
それができないのは，何を表現するために密着
するのか，密着した結果何がわかったのかを思
いめぐらす知的作業が欠落しているか，そもそ
もそのテーマには伝えるべきニュース価値がな
いのである。地域のニュースが浅い。
４．２．６　集団画一前例主義
　マスコミなかんずく地方局報道にも集団主義，
画一主義，前例主義は見られる。前述した光市
母子殺害事件の裁判や，広島市で起きたペルー
人容疑者による女児殺害事件でも明らかである。
ジャーナリズムは本来，多数派に流されず少数
派の主張に耳を傾けて役割を果たす。それが社
会に多様性という果実をもたらすのである。ス
タンピードを自ら作り出せば，オルタナティブ
はかき消され，民主主義を危うくする。日本社
会の脆弱さである集団主義，画一主義を撃つ役
割を負う地方局が，自縄自縛に陥っている。
　官僚主義の特徴である前例主義にも地方局報
道は無縁ではない。ニュース項目の選択にそれ
が現れる。その一つは官公庁の宣伝以外に意味
をなさないような恒例の「広報ニュース」であ
る。金融機関で行われる警察の「強盗撃退訓
練」，「警察官の武術大会」，「官公庁で行われる
防災訓練」など，いずれも公共性がさしてある
とは考えられないものである。官公庁の広報担
当者が記者クラブを通じて地方局各社に取材を
依頼する。地方局は日頃，ニュース提供に便宜
を図ってもらう見返りに報道枠を提供するので
ある。これらの行事はニュース価値を再評価さ
れることなく，あたり前のこととして毎年報じ
られる。地方局報道が前例主義に陥った一例で
ある。
５．　広島県民放４局の報道意識
　ニュースのソフト化傾向に関連して，広島県
内の地方局４局の報道意識調査を行った。調査
は質問項目に対してあらかじめ設定した回答か
ら選択する形式を中心に，一部自由記載の方式
をとった。対象は報道現場の実質的な指揮，指
導を行う報道デスクないしは報道部長に対する
ものと，実際に取材し原稿作成やレポートを行
う報道記者に対するものの２種類である２１）。　
５．１　報道デスク・報道部長の意識
　報道現場のマネージャーであるデスク・部長
は，報道方針の徹底，ニュース項目選択や毎日
のニュース編集を通じて，地方局報道の基調を
決定する。
　まず「リアルタイム主義」に関連してつぎの
ような設問を行い， ３つの回答から選択させた。
設問１　「事件，事故，災害などが発生し
た際の速報についてお伺いします」
回答　① 「中継映像を伝えるという高揚感か
ら，ニュース価値以上の扱いをす
る傾向がある」
② 「映像を伝えることが優先するあま
り，事実関係の入手や確認が手薄
になることがある」
③ 「事実を伝えることに集中するあま
り，事件，事故の原因や社会的背
景など複眼的に見ることがおろそ
かになることがある」
　これに対してＡ社は，「①～③のようなことが
ないよう心がけているつもりです」と回答。残
りのＢとＣの２社は③と回答した。ただし，う
ち１社は，「速報に限れば③があてはまるが，続
報としてはその限りではない」と条件をつけた。
回答からは速報体制の瞬間的な立ち上げに，地
方局が力を入れていることが伺われる。兎にも
角にも映像で一報を伝えることがなにより優先
される「リアルタイム主義」，さらには「映像優
先主義」の一端がわかる。
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　つぎに「映像優先主義」と「面白主義」に関
わる設問である。
設問２　「ニュース項目の編成についてお
伺いします」
回答　① 「珍しい映像，迫力のある映像，
独占的に入手した映像がある場
合，ニュース価値以上の扱いをす
る傾向がある」
② 「映像がないがどうしても放送しな
ければならないような場合，『再
現映像』をよく使う」
③ 「映像がないニュースは放送しな
いケースが増えてきた」
④ 「事件・事故など，わかりやすい
ニュースを優先する傾向がある」
⑤ 「行政ネタなど，わかりにくい
ニュースは敬遠する傾向がある」
　これについてＡ社は，回答項目の語尾を
「……場合もある」と変更したのち，①，②，③
を選択した。つぎにＢ社は④を選択したうえで，
「事件・事故ニュースの優先は『わかりやすい』
が理由ではなく，発生したものを『伝える』意
味で優先している」と回答。Ｃ社は①と⑤を選
択した。３社をあわせた回答は，①から⑤まで
を網羅する結果となった。回答からは，さまざ
まな理由から映像を優先することが地方局の
ルーティンワークであり，疑いを差し挟む余地
のない常識になっていることがわかる。あわせ
て犯罪報道重視，行政ニュース忌避の傾向が一
部に見られるが，面白主義への傾斜との関連が
推測される。
　さらに「表層主義」に関連しての設問である。
設問３　「ニュース番組におけるイベント，
グルメ，旅などの生活情報につい
て，どんな考えをお持ちですか」
回答　① 「視聴者が興味を持つネタとして積
極的にとりあげている」
② 「大切な生活情報とわりきって取
り上げている」
③ 「毎日，社会性のあるニュースが
ある訳ではなく，ニュース枠を埋
めるためにとりあげている」
④ 「できればソフトなネタはやりたく
ない」
　Ａ社は選択項目を選ばず，「必要に応じてとり
あげる」とした。Ｂ，Ｃ社は②を選択した。以
上の回答から導き出されるのは，イベント，グ
ルメ，旅などの情報が，ニュースとして認知さ
れていることである。少なくとも報道現場マ
ネージャーたちのソフト・ニュースへの抵抗感
は希薄である。
　つぎに「調査報道」実施の有無を聞いた。選
択項目は３つ。
設問４　「ニュース番組では調査報道を
行っていますか」
回答　① 「行っている」
② 「意欲はあるが時々しかやってい
ない」
③ 「全くやっていない」
　Ａ社は①を選択。筆者のインタビューに対し
ては，「必要に応じて記者レポートを行うよう指
導している」と述べ，同一テーマで企画ニュー
スを継続していることをあげた。つぎにＢ社は
③の「まったく調査報道をやっていない」を選
択。その理由として，「人手不足で調査報道にま
で手が回らない」ことをあげた。つぎにＣ社で
あるが，②「意欲はあるが時々しかやっていな
い」と回答。「『脱発表物』に力を入れているが，
時間がとれないため，記者自身が社会性のある
ネタを掘り起こすことが日常的にはできていな
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い」と説明し，B社に似た悩みを抱えているこ
とが明らかになった。調査報道の重要さの認識
は，程度の差はあるが共有されている。しかし，
各社が競って調査報道を行うレベルからは程遠
い。
　最後に「記者育成で重視していること」を，
「協調性」，「順法精神」，「取材力」，「表現力」，
「ジャーナリストになること」から選択しても
らったところ，Ａ社は「すべて必要」と答え，
Ｂ，Ｃの２社はいずれも「取材力」をあげた。
取材力は報道の前提であり，報道記者の最も重
要な能力の一つである。その意味でこれら地方
局においては，記者の育成が課題であることが
推測される。
　アンケート実施にあたって，筆者は各社の報
道現場マネージャーのインタビューを行った。
そこで必ず出てきたのが「わかり易く伝える」
というキーワードである。この「わかり易く伝
える」が，今や地方局報道現場においては表現
上の優先課題である。視聴者の視点に立つなら
好ましいことであるが，同時にそれがソフト化
への傾斜を強める一因と言えるようだ。いくつ
かの例をインタビューの中から拾ってみる。Ａ
社の報道現場マネージャーは，二つのことを
語った。「一方的で押しつけがましいものではな
く，視聴者が関心を持つものを伝えていく」。
「記者レポートは自分が見たもの，聞いたことを
現場でしゃべる」。筆者はこれに多少の懸念を抱
く。まず「視聴者の関心」である。「視聴者の関
心」に答えるニュースを甘いケーキに例えるな
らば，ジャーナリズムには時に口に苦くても体
にいいものを伝える使命がある。体にいいもの
とは社会をより良くしたいという取材者の視点
に立って発掘した，自由，公正，人権擁護など
民主主義に大切な価値観にかかわるニュースで
ある。あるいは視聴者には一方的で押しつけと
映り，鼻もちならないかもしれない。しかし，
そういったニュースを伝えて地域に議論を興し
ていくことこそ，地方局報道の存在意義と言え
る。「視聴者の関心」ばかりに目がいけば，「面
白主義」の陥穽に落ちてしまう。記者レポート
についてもより本質的なアプローチを期待した
い。ワイドショーのように現場で断片的な情報
をしゃべるのではなく，記者は取材と見識を基
にニュースの核心，すなわち伝えるべきニュー
ス価値を語るべきではないだろうか。そのため
には見たこと聞いたことを一旦胸に収め，他の
情報や自分の知識，見識とつきあわせて「発酵」
させることが必要である。最近の記者レポート
にはこの「発酵」が見られない。Ｂ社の報道責
任者は，記者の経験不足からニュースが深まり
難い悩みを率直に語った。Ｃ社は報道がさまざ
まな形を伴って映像に引きずられることと，視
聴率獲得のためにテーマ選択が特定の視聴者層
を対象にしたものに偏りがちであることを指摘
した。Ｄ社はニュースのタイトル，スーパー，
CGなど，演出表現に力を入れていると話す。
こうしたように，今回調査した報道現場マネー
ジャーの報道意識のなかに，少なからずソフ
ト・ニュースへの傾斜が伺えることが明らかに
なった。
５．２　報道記者の意識
　報道記者は専門的職能を求められる２２）。しか
し，記者がニュースを発掘するために取材し，
何がニュースか判断して記事にする時には，
ニュース価値の基準がある訳ではなく，個人の
「ニュース感覚」が頼りである。この「ニュー
ス感覚」は，「鋭い洞察力」や「時代を読む目」
といった言葉で置きかえられることはあっても，
それだけでは十分ではない。「ニュース感覚」が
記者個人の全人格の表象だからである。そうし
た記者の「ニュース感覚」が，ニュースのソフ
ト化をどの程度容認しているのか，在広地方局
記者の意識調査から見てみよう２１）。
地方テレビ局におけるニュースのソフト化傾向 43
設問１　「ニュース取材の選択について伺
います。自分の裁量で選ぶとすれば
どれを優先しますか」
回答　２５人
① 「行政や警察などの発表ネタ」　２
人（８％）
② 「視聴者が面白いと感じて見てく
れるネタ」　６人（２４％）
③「あなた自身が視聴者に知らせる
べきだと考えるネタ」　１７人
（６８％）
　前述したソフト化の分類に従えば，①は発表
報道主義，②は面白主義である。③のケースは
「アジェンダ・セッティング」の視点を持つ調
査報道の発想である。２５人の回答者のうち，最
後の③を選んだ記者が圧倒的に多いのは，
ジャーナリズム性の観点から見るならばかなり
健全な結果であるといえる。
　つぎに直接ソフト・ニュースについて聞いた
ところ，ニュース取材の優先順位の結果とは逆
に，ソフト・ニュースへの抵抗感がほとんどな
いことが明らかになった。
設問２　「イベント，グルメ，旅などの情報
についてどんな考えを持っています
か」
回答　２５人
① 「視聴者が興味を持つネタとして
積極的に取材」　１２人（４８％）
② 「大切な生活情報と割り切って取
材」　１０人（４０％）
③ 「できればソフトなネタはやりたく
ない」　３人（１２％）
　ソフト・ニュース積極派の①と消極的肯定派
②を合計すると，およそ９０％近い数字となる。
それに対して，ソフト・ニュース反対派といえ
る③はわずか３人（１２％）であった。
　つぎに，ニュース・ソフト化の対極をなす表
現方法や取材方法として，社会性のあるネタを
掘り起こして記者自身が伝える記者レポートや
調査報道があげられる。それぞれについて聞い
た。
設問３　「あなたは記者レポートを積極的
に行っていますか」
回答　２４人
① 「積極的に行っている」　１人
（４％）
② 「積極的とは言えないがケース・
バイ・ケースで行っている」　１２
人（５０％）
③ 「指示がある場合だけ行っている」　
６人（２５％）
④ 「行っていない」　５人（２１％）
設問４　「あなたは調査報道を行っていま
すか」
回答　２３人
① 「行っている」　０人
② 「意欲はあるが時々しかやってい
ない」　１０人（４３％）
③ 「全くやっていない」　１３人
（５７％）
　積極的な記者レポートがほとんどない現状は，
記者自身が自ら手間をかけて深いニュースを伝
えていこうという意志が乏しいことを伺わせる。
言うまでもないが，真実を追求する記者レポー
トは署名記事である。記者の努力と見識，そし
て覚悟が必要である。質の高い企画ニュースに
は，当然のように記者の視点で整理されたス
トーリーが存在し，記者レポートによる表現が
要請されるのが自然である。放送ジャーナリズ
ムは記者レポートから始まるといっても過言で
はない。ワイドショーの演出の物まねではない，
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本物の記者レポートが少ない現状は，地方局
ジャーナリズムの劣化に他ならない。調査報道
の設問に対する記者たちの回答はその証左であ
る。この設問に関連して，放送した調査報道の
内容の記載を求めたところ，回答したのは２５人
中わずか１人であった。今回の調査で浮かび上
がった記者の意識の典型は，「ソフト・ニュー
スにはほとんど抵抗なく日頃から取材を行って
いる半面，視聴者に知らせるべきテーマを自ら
選択したいという欲求を持つ。しかしそれは
けっして手間暇かけて伝える記者レポートの形
式ではなく，ましてや調査報道という深みを目
指すものでもない」というものである。あるい
は記者たちの関心は，自分で見つけた出したソ
フト・ニュースなのであろうか。
６．　役割モデルとしての「柏村武昭のテレ
ビ宣言」
　１９９０年代の第二次ローカルワイド・ブームに
火をつけたのが，広島テレビの「柏村武昭のテ
レビ宣言」である。古典的なニュース番組の殻
を打ち破った斬新な番組スタイルで圧倒的な視
聴率を獲得し，その後に続く全国のローカルワ
イド番組の魁となった。「柏村武昭のテレビ宣
言」は，「わかり易く伝える」演出などの点にお
いて，一般にはソフト化の印象を強く持たれた
が，じつはジャーナリズムの色濃い番組であっ
た。成功の要因はいくつか挙げられるが，「公共
圏の醸成」や「権力の監視」という番組の
ジャーナリズム性が，幅広い共感を得た面を見
過ごすことはできない。
６．１　ローカルワイドの頂点へ
　「炭焼き小屋論」が全盛であった１９９３年４月，
衛星・マルチメディア時代到来に危機感を抱き，
生き残るための唯一の選択肢と社運をかけて広
島テレビが始めたのが，「柏村武昭のテレビ宣
言」であった。その頃，広島の地方局編成と言
えば全くの横並びで，夕方５時台はアニメかド
ラマの再放送， ６時からネットニュースが始ま
り， ６時半から７時までがローカルニュース枠
であった。そこに登場した新番組は編成の常識
を覆すものだった。放送枠はネットニュースを
含む夕方５時から７時までの２時間とし，刻々
と変わるニュース，情報，街の表情，人の動き
をリアルタイムで伝えた。夕方の慌ただしい時
間帯は「ながら視聴」２３）が多いことから，キャ
スターにはラジオアナウンサー出身で，軽妙な
しゃべりが得意な柏村武昭を起用した。最初の
１時間枠にはレポーターが伝える複数枠の情報
コーナーを設定し，その前後に JR広島駅から
の定点中継で行われるクイズやゲーム，「今から
でも間に合うアイデア料理」がうたい文句の料
理コーナーなどが配置される。そして数度に分
けてその日の重要なニュースが流される。特徴
はどのコーナーも短くテンポよくまとめられて
いることであり，ニュースもフラッシュとして
扱われる。続くネットニュースが終わると，そ
のままローカルニュース枠に流れ込む。ローカ
ルニュース枠は，ニュースセンターにいる別の
キャスターが担当する。テンポを重視すること
以外，ニュースの伝え方に特別な演出がある訳
ではない。唯一，「今日の特集」という長尺の企
画についてだけ，スタジオの柏村キャスターが
伝えた。このコーナーでは視聴者との対話と議
論が試みられ，放送中に届く視聴者の意見を紹
介しながらキャスターがコメントを行った。
　番組スタート直後から多くの共感を呼んだの
が，視聴者の投書がきっかけになった「広島の
ガソリンはなぜ高い？」というキャンペーンで
あった。県内のガソリン小売価格が全国トップ
クラスの高値であるうえに，価格が一律横並び
であることを報じると，消費者の怒りが爆発し，
番組には数多くの情報が寄せられた。それを基
にしてまた新たな検証を重ねて２０回の企画と
なった。その結果，県内のガソリン価格は大幅
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に値下がりした。番組が目指した「視聴者との
キャッチボール」，双方向性の成果であった。
番組あてのファックス，電話，はがきは１日１００
件にも上るようになった２４）。
　番組スタート前に放送していたアニメの視聴
率が７％程度であったことから，当初二桁１０％
が目標とされたが，番組開始から３カ月で早く
も到達し，１０カ月後には平均２０％の大台にのっ
た（図２）。時には視聴率２５％以上，テレビをつ
けている家庭の半数が，番組を視聴することも
珍しくなかった。系列を超えて多くの民放局が
番組の視察に訪れ，様々な新聞や雑誌にもとり
あげられた２５）。長らく低視聴率に喘いでいた広
島テレビは番組の好調に支えられ，これ以降，
地域視聴率トップの座を走り続けることになる。
当時の広島テレビ社内報はその熱狂をこう伝え
る。「今や全国的に注目されている『柏村武昭の
テレビ宣言』は，圧倒的な視聴率で好調を持続。
夕方を制して『１強４弱』状態が続いていま
す」２６）。「金にならないローカルワイド」が金の
卵となった。１９９５年度には広島地区の民放とし
て初めて，テレビ営業収入が１００億円を超えた
（図１）。こうして「柏村武昭のテレビ宣言」は
２０００年度末に終了するまで，当時の全国地方局
ローカルワイド番組の「目標」であり続けたの
である。
６．２　番組のジャーナリズム性
　ローカルワイド番組については，例え視聴率
が取れなくても地域メディアとしての活動を住
民に伝えられればいいという主張がある２７）。
ジャーナリズムとして「公益性」を追求する姿
勢さえあるならば，「収益性」にはこだわる必要
はないというものである。しかし地方局の経営
環境が厳しさを増す今，この考え方は現実的で
はない。ニュースのソフト化に陥ることなく地
域ジャーナリズムの役割を十分に果たす。同時
に「収益性」においても最大限に貢献する。「公
益性」と「収益性」の両立が，今日のローカル
ワイド番組に求められるのである。この点にお
いて「柏村武昭のテレビ宣言」は今も「役割モ
デル」となるのではあるまいか。この考え方に
合理性を持たせるためには，「柏村武昭のテレビ
宣言」のジャーナリズム性についてさらに補足
が必要であろう。番組に携わった関係者へのイ
ンタビューからみていく。
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注）吉村淳「１７～１９時広島４局視聴率」第３回 NNS２１フォーラム講演『地域密着の編
成・番組』（１９９４年）より
図２　「柏村武昭のテレビ宣言」開始前後の４局視聴率
　番組の生みの親である吉村　淳２８）はこう語
る。「コンセプトは『古典的ニュースから“人間
の顔”をしたニュースへ』。番組はエンターテイ
ンメントの衣を着てはいたが，あくまでニュー
スを中心とした情報番組だった。官公庁の発表
のような上意下達ではなく，視聴者と共に考え
るニュース。恒例の決まり切ったニュースを見
直した」。さらに「事件や発表などあるものをそ
のまま伝え，判断は視聴者に任せるだけではだ
め。それはメディアの反応であって『言論』が
なくなる」とも指摘した。吉村の話からは，「柏
村武昭のテレビ宣言」がいくつものアンチ・ソ
フト化の要素を持っていたことがわかる。それ
は非画一前例主義であり，非発表報道主義，非
表層主義，そして非面白主義である。
　番組の現場の責任者を長くやった佐藤伊佐
雄２９）は，記者の成長に着目する。「毎日の長尺
企画ニュース『今日の特集』は必ず記者レポー
トで行った。その結果，記者の取材力や表現力
が上がった。当時，調査報道という意識は希薄
だったが，担当した記者たちは顔出しのレポー
トというプレッシャーがあって，ていねいな取
材を積み重ねるようになった。記者の視野が広
がって海外取材が増え，ワシントンやニュー
ヨークと結んだ中継も実現した」と語る。
　「ガソリン問題」をディレクターとして担当
し，その後ニュース・デスクに就いた田端佐紀
子３０）は，「本来ならソフトなネタを伝える生活
情報コーナーで『ガソリン問題』を扱ったの
は，地域住民の生活にかかわるテーマとして面
白いと思ったからだ」と語る。田端にとって
「面白いもの」とは，ワイドショーのように視聴
者の「のぞき趣味」に媚びるテーマではなく，
極めて公共性の高い課題であったことがわかる。
またニュース・デスクを務めた経験から，報道
記者の資質について，「優秀な記者が数人いて良
質な企画ニュースを続けられた。着眼力，取材
力，表現力がそろう記者はじつは余り多くない」
と語る。田端が挙げた広島テレビの当時の優秀
な記者の一人が堀川である。堀川に在広４局の
報道記者に行った意識調査を，「広島テレビに在
籍していた頃」という条件をつけて同様に行っ
たところ，現役記者たちとは全く違う結果と
なった。ソフト・ニュースについて，現役記者
たちの８８％が積極派か消極的肯定派であるのに
対して，堀川は「ソフトなネタは絶対やりたく
ない」と答えた。１人しかいなかった「記者レ
ポートを積極的に行う」に対して，「極めて積極
的」。全く該当者がいなかった「調査報道を行っ
ている」についても，堀川の答えは「よく行っ
た」であった。さらに最近のテレビ報道につい
て，こう苦言を呈している。「表面的な動きしか
取り上げておらず本質を見ていない事が多い。
映像で取り上げ難い問題への工夫がたりない。
記者が勉強不足で独自の調査報道が少ない。報
道が娯楽情報にとって代わられている」。いずれ
もニュースのソフト化傾向への警鐘，痛烈なテ
レビ報道批判である。
　佐藤と田端の話からは，「ガソリン問題」報道
が番組初期の起爆剤となり，その後は「きょう
の特集」の記者レポートが番組の好調を支えた
ことがわかる。両方に共通するのは，調査報道
で社会に内在する課題を掘り起こして地域に問
い，視聴者とともに考えて解決していく姿勢で
ある。ここにジャーナリズムの二つの条件，「権
力の監視」と「公共圏の醸成」が成立する。「柏
村武昭のテレビ宣言」は，勝れてジャーナリズ
ムであったと言える。
７．　お　わ　り　に
　地方局ののどかな時代は終わった。今後の展
開は変数が多すぎて読むのは難しい。ただ，押
し寄せるメディア間の競争が今ある「棲み分け」
の変更を促すかぎり，地方局には「変態」が求
められることは間違いない。地方局がこれまで
のようなレゾンデートルの維持を望むならば，
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いかなる「姿」に変容すべきか。その問いに答
えるべく本稿では地方局のジャーナリズム性に
着目し，その特性，現況，報道意識調査などか
らニュースのソフト化傾向の分析を行ったうえ
で，役割モデルとしての「柏村武昭のテレビ宣
言」成功の要因を探った。導き出されたのは本
来，地方局の「得意技」は「地域性」と「継続
性」を極めることによるジャーナリズムである
こと。そして地方局の立場をより強固にするた
めには，ニュースのソフト化と訣別し，「調査報
道」，「記者レポート」の手法によりその「得意
技」を磨きあげていくことが重要だということ
である。まずは地方局報道現場の意識を改め，
つぎに記者へのジャーナリズム教育が必要であ
ろう。地方局はテレビ的な衣裳を纏いながらも
地域ジャーナリズムの再生を実現する以外に，
生き残ることは難しい。これが，地方テレビ局
は社会のためにもっと良いことができるのに，
という思いから執筆を始めた本稿の結論である。
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